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概要 

Abstract 

障がい者福祉サービス事業所等の利用者が窃盗や傷害などの犯

罪を起こした場合，事業所の管理者や職員が，その利用者につい

て，警察官等から事情を聴かれることがある。 

個人情報保護法２７条は，法令に基づく場合等を除いて、あらか

じめ本人の同意を得ないで、個人情報を第三者に提供してはならな

いと規定する。利用者に関する情報は個人情報であることから，警

察官等に利用者の個人情報を提供してよいのかが問題となる。 

警察官に尋ねられたとき，答えなくてはならないと思ってしま

い，安易に利用者の個人情報を提供すると，場合によって違法とな

り利用者から損害賠償請求されることもある。どのような場合に，

どこまで利用者の個人情報を提供してよいか，それはなぜかを解説

する。 
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